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psair aasb gsbqaid dar air batb qaind dagaab qar dar and sdaumqb dabasb
僅かに集まった場所がアア国で他国の少しの援助で、農地の場所になった。
多くは古い地域で隅の小さな土地や農地で、そして集まった家の地域はダバア国だった。

kdar bab qar aadaum nadafb qaasb daumqb sar aasb bqar daumqcsand dasb sb
後に農地の領土は狭い土地となり、幾らかの家が争った。クアア国は家が地域で
ボスはアア国だった。古い土地をで家の少ない国土はダスブ国だった。

sand aadar daqaid daqan qaadasb kand dar and nadaqand bfdasand daqdazi
国土の幾らかの農地は自助でダクアンガアアダ国となった。
しかし農地ではあるが奴連合の新しい争いで自立が任務だった。

bdaqttb aadasb aatdar and daqdasb aadasaum bqtsb nadaqtsb saum dar and baqb
人が統治するアアダ国は農地を増やし、そしてダクダ国は他の指導者だった。
ブクト国、ナダクト国は指導者の農地ではあるが様々な地域だった。

bftsb qdar dar batqb qaid dafar dar and daqand qadaum daum qdar dafdar dapaab
ブフト国は狭い農地で、農地は多くの地域だった。少しの援助で豊かな土地や農地に
なった。そして成立した水小屋の家は、狭い農地を豊かな農地にして沢山の人となった。

umqtsb daqaatb badar nadabqaz aadaqagaaab dar aumb badasb
ウムクト国は自立的な国で、農地毎に小さくなく古くできた。(農地は古い方が良い考え)
幾らかの費用で取得した農地は希望の人のバアダ国だった。

parsb batsb nadaqar battsb daraumb daumanr daqar ar
プアラ国、バアト国は無自立地で、バアツツ国は農地が希望の人だった。
家の蓄えで自立地が次々できた。

datqar and daumqand daumqb sar aums batq aatq nadaqaab sar aid
表向き小さな土地であり家も小さいが、家の地域はボスへ希望が集まった。
悪いことは減らし、自立的で無い人はボスが援助した。
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far and saum ar aid aatdar bsazi badasb daqaum basb qbab dar
良い土地ではあるが、指導者は土地を援助して増えた農地を決めることができた。
バアダ国は自立希望でバア国は狭い領土の農地だった。

sar ar bqar dar bqb aasb gaadar nadaqaid ar battsb daumaatg
ボスの土地は古い土地で農地が育ちアア国となり、浜辺の農地だった。
自助のない土地のバアツツ国は家に外部を加えた。

kardaum aatsb batqazi nadaqar aaum bqttsb aaqab saumdar sb
その後土地が家のアアト国は様々な生まれる可能性があり、無自立地はそれぞれだった。
ブクツツ国は人が離れて指導者の農地が国になった。

pand aumand dafaaumaas daqar azi daqar aatdasaum daqab
僅かであるが希望と豊かな希望が定まり自立地ができた。
自立地に出入りの希望が増え支出となった。

said daqatsb daftsb daqtsb umaasb daqand saindb
長老がダクアト国・ダフト国・ダクト国・ウムアア国に成立し、集めて中央の人とした。

far and daqand aadaumdasb
良い土地がそして成立しアアダウムダ国になった。


